
【取組内容①】 評価基準の児童との共有、振り返りの蓄積による授業実践

武雄市立武雄小学校（佐賀県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

・個別最適な学びを充実させていくために、本時に
おける評価基準を授業の導入で児童と共有する
（図１）。学習のめあてだけでは不足している具
体的な身に付けさせたい力を「達成度」として提示
することで、児童が本時におけるゴールを明確に描
くことができる。また、これに対する個人のめあてを立
てさせている。
・授業のふりかえりでは、評価基準をもとにGoogle
Forms に入力させる。達成度の他に、わかったこと、
がんばったこと、友だちのがんばりしょうかい、もっと知
りたいことから１つを選ばせ、自由記述をさせている。
（図２）集約結果から、新たな学習問題やめあ
ての設定にも利用できる。（図３）

図１  ４年生理科「とじこめた空気と水」評価基準
令和５年７月実施

図２ ふりかえり用フォーム

図３ 集計データ（一部抜粋）

児童のメタ認知能力を向上させ、自らの学びを調整できるようにしていきたいと考え、他教科でも実践をしている。音楽科のリ
コーダーの学習では、同様に評価基準を示すことで、児童の練習意欲が向上するとともに、自分のめあてに向かって、学習を
進める様子が見えた。児童のふりかえりに対して、適切なフィードバックを行い、より個別最適な学びが充実したものになるよう
に取組を進めたい。

https://docs.google.com/presentation/d/1x58sKqoQXtscbj9EclCMDiqB6TuP-SbfKf40MM0Rimg/view
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdHjZTL4Qh3XgZunD5SIoOe3pu-gN2XrOPPYTKs8VULr-alPQ/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdHjZTL4Qh3XgZunD5SIoOe3pu-gN2XrOPPYTKs8VULr-alPQ/viewform

